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地域自主防犯活動活発化事業 

実施結果報告書 

１団体名 平山自治区 

２事業名 平山自治区 自主防犯活動推進事業 

３事業実施 

結果 

１．青色防犯パトロールの実施 
各自治会（８ブロック）個別に行っていた役員の定期パトロールに加

えて、毎週当番を決めて青パトを実施した。 

・地域の安全見守り活動を展開 

 ・若手自治区役員、女性役員の積極的な参加 

・住民への防犯意識向上を図る 

 

これらの活動を展開するため、下記の取組を実施しました。 

 

（１）青パト用車両の整備 

自治区の各種活動用に年初に購入した中古の軽トラックを整備し、 

女性役員が使いやすい様に整備を行った。 

 

写真 1―1 軽トラック改装前写真 

  
・シートクッション破れ 

・フロアカーペットがぼろぼろに破れ、別物のゴムマットが簡易的に 

敷かれていた（写真なし） 

 

    

  

 

 

 

破れ 

１４ 平山自治区（豊田市） 
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写真 1－2 軽トラック改装後 

 
・シートクッション・バックに女性が好むような柄のカバーを新調 

・フロアーカーペットの新調 

   

写真 1－3 青パト車両としての見栄え向上 

 
パトライトに加え、地域住民に防犯パトロールがよりわかりやすい様

に車両装備を充実させました。 

・軽トラックのドアー＆リヤーに防犯ロゴ入りマグネットシートを 

張り付け 

・軽トラック荷台にのぼり旗の立てかけ 
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（２）青パト用軽トラックの認証取得 
青パト車両の認証を取得しました。  

 

写真 1－4 証明書写真 

 
 

 

写真 1－5 車両張付け用証明書 
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（３）青パト講習を受講 
各自治会役員を中心に 38名が豊田警察の青パト講習を受講 

…５月 14日 

愛知県警よりパトロール実施者証を受領…８月７日 

 

 

写真 1－6 青パト実施者名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） 青パト巡回計画 

 
９月３日より 12 月 24 日まで延べ 17 回実施 

・８自治会が輪番制で当番日を決め青パト巡回を実施 

 

 ⇒末端役員を含め自主防犯活動への参加意識の向上 

 

 「写真 1－7 青パト巡回担当計画書」 

   （予定表では自治区活動期間の令和２４年３月迄記載） 
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写真 1－8 青パト巡回ルート 

 
 

・巡回はちびっこ広場がある場所を中心にコースを設定 

 

（４） 青パト巡回用に防寒用ジャンバー新調 
    

写真 1－9 巡回用防犯ジャンパー 

 
・ジャンパー色は青パトメンバーの意見を聞きネイビーブルーに決定 

 ・夏場のイエローベストと併用 
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（５）青パト巡回結果 

９月３日より 12 月 24 日まで延べ 17 回実施。 
地域の特色（近くに小中学校はあるが住宅地エリア）で特に大きな問題

はなし。 

  

写真１－10 青パト実施結果一覧表 

 
 

 

２．子供の見守り活動強化 
 

（１）平和小学校と連携してボランティアの方々で児童の通学時の見守

りを実施。 

・学校側と児童の下校時間を共有 

 

写真 2－1 児童下校時間共有 
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写真 2－2 危険な通学路での児童見守り‐その 1 

 
・歩道がなく、マンションの駐車場前を横切る通学路 

・抜け道となっており、通行車両が並走する形。 

⇒三角コーンを立て通行車両から児童を守る 

（先頭は自治区区長自ら見守り活動実施） 

 

   写真２－３ 危険な通学路での児童見守り－その２ 
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（２）危険通学路の改善に向け県会議員・市議会議員に状況を説明 

・危険通学路の共有。 

・対策案の検討と改善推進に向け改善推進のバックアップを依頼。 

・豊田市へ正式に工事依頼を発行。 

①道路にスピードバンプ設定 

⇒スピードバンプ通過時の騒音が課題 

②道路全面に赤色で塗りつぶす 

③道路標識＝30 キロの速度制限標識の追加 

④オービスの追加 

 

写真 2－4 県会議員／市会議員と不安全通学路の現地確認 
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・豊田市交通安全防犯課の出前講座当日に実施 
・愛知県防災安全局県民安全課、豊田市地域振興部交通安全防犯課 

の職員にもご同席いただいた。 

      

 

 

３．民生委員・児童委員との連携強化 
毎月定例の自治区役員会に民生・児童委員に出席戴き高齢者・児童の 

見守り状況などの情報を共有。 

 ⇒お年寄りの防犯活動の強化も依頼した。 

写真 3－1 役員会議事資料…10 月度議事資料 
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写真 3－2 役員会議の様子 

 
 

黄色点線内は民生委員・児童委員の方々 
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４．豊田市交通安全防犯課出前講座開催 
「犯罪のない街づくり」と題して講演会開催…11 月 18 日 

・講師：豊田市役所 地域振興部 交通安全防犯課職員 

・自治区役員＋青パト認定受講者…約 38 名 

 ・県会議員、市会議員各 1 名 

・旧自治区役員 

・聴衆総勢 45 名 

  

写真４－１ 講演会講師様子 

 
    

 

 

 

写真４－２ 講演会聴衆様子 
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写真４－３ 県会議員挨拶 
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５．外部各種セミナーへの参加 

県、市主催各種講座に参加し、防犯活動の仕掛け人としての技量アップ  

 

（１）防犯ボランティア養成アカデミー 

地域防犯ボランティア・ステップアップ教室へ出席（豊田市主催） 

・１０月２１日 豊田市福祉センター 

     

写真 5－1 防犯ボランティア養成セミナー案内 
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（２）特殊詐欺防犯セミナー⁻に参加（愛知県主催） 

・10 月 24 日 豊田産業文化センター 

 

写真 5－2 特殊詐欺防止セミナー案内 
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６．元気アップ教室にて特殊詐欺防止の出前講座 （予定） 
高齢者中心の元気アップ教室にて豊田警察より特殊詐欺防止について 

講話をしていただき、社会問題にもなっているお年寄りの特殊詐欺被害

拡大防止に向けて啓蒙活動を予定。 

・日時 令和６年 春 頃予定 

 

写真 6－1 元気アップセミナー様子 

（写真は 12月 14日の元気アップ教室） 
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

１．成果 

①青パト活動は、自治会末端役員が自分の住んでいる地域だけで 

なく、自治区全体をパトロールすることで、地域全体を理解して頂く 

良い機会になった。 

 

②同時に地域防犯活動の役割、自分達で自分達の住んでいる地域を守 

ると言う意識が芽生えてくれた事を期待している。 

 

③民生委員・児童委員との連絡会を毎月の定例役員会で実施してきて 

おり、この中で高齢者の見守り活動と合わせて特殊詐欺対応を加えて

頂く事を依頼した。 

 

④学校と連携した子供の通学時の見守りの継続は、親御さんだけでな 

く、地域住民の安心安全意識の向上に寄与することができた。 

 

  ２．課題 

 

①青パト活動は上記成果とは裏腹にやらされ感も漂っており、自分た 

ちに課題として取り組む仕掛けがさらに必要である。 

     

②地域柄、小中学校近くにあるが、隣はトヨタ自動車本社に隣接して 

おり、街中にあるネオンと看板には縁が遠く比較的静かな住宅地のた

め、防犯活動に対する意識がどうしても薄くなる。そんな中での防犯

活動への住民の参加意識の向上を図る仕掛けづくりが難しい。 

 

 

（２）今後後の取組み 

①青パト巡回は来期以降も継続して取り組み、末端役員の防犯意識の 

向上を図りたい。 

 

②最近世の中を騒がせている特殊詐欺は、我が地域でも喫緊の課題で 

あり、特殊詐欺の被害防止に取り組みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電話機への警告音声発生器／録音装置などを 

高齢者家族に半額補助  

⇒ 無料で貸与 

民生委員が個別訪問時に取り付ける 

 

＊県・市の施策として期待したい。 

 

⇒民生委員が個別訪問時に取り付ける 

 

 


